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	     バーガーチェーンで連続ＣＯ中毒
７月に福岡県内の同一のハンバーガーチェーン２店舗で連続して一酸化炭素中毒事故が発生しました。そして、本部が過去に４回同様な事故が発生していると公表しました。そこで、他営業施設でも発生することが考えられますので、これらの事故概要をまとめました。

事例１　福岡県福岡市の事例

７月２１日、客７名と従事者２名の併せて９名が、気分が悪くなって病院に搬送された。消防局などが、不完全燃焼による一酸化炭素中毒の疑いがあるとみて調べた。フライヤーの背面にある排気口に焦げたアップルパイが詰まっており、排気が十分にできずに、不完全燃焼を起こしていた。県警が実施した燃焼実験で、調理器具付近では、約20,000ppmの高濃度一酸化炭素を検出した。従事者は、前日の閉店前にアップルパイを落としたことを知っていたが、それがこのような事故を引き起こすことを予測できなかったらしい。

事例２　福岡県飯塚市の事例

７月２５日、従事者２名と設備メンテナンス会社従業員１名が、一酸化炭素中毒と見られる症状を訴え病院に運ばれた。１８日に換気扇が故障し、その後、扇風機で換気していた。フライヤー２台とグリドル１台で不完全燃焼が認められた。

2004年度以降の事例（チェーン店本部ホームページから）
発生時期
発生場所
被害者

原因等

2004.5

東京都渋谷区

従事者２名

排気筒内に油が堆積。経年により給排気経路に油、埃が付着し不完全燃焼していた。当日、排気ダクトのスイッチの入れ忘れで、厨房内の換気扇が作動していなかった。
2005.12

熊本県上天草市

従事者３名

室外設置用の湯沸かし器を付属する倉庫内に設置していた。警察の実況見分の結果、換気不足による一酸化炭素中毒の可能性が高いとされた。
2007.11

北海道札幌市

従事者２名

一酸化炭素の発生が認められ、フライヤー・グリドル共に排気のつまりがあった。
2009.5

北海道恵庭市

従事者３名

オープン準備時に1 時間30 分ほど、排気ダクトのスイッチが入っていなかった。
チェーン店本部の主な対策（７月２８日）
①本部指導員が、全国の全店舗の換気設備及びガス機器の運転状況の現地確認

②一酸化炭素検知機器の全店導入

③フライヤー排気口への落下防止網の設置

④通謀機器等の定期点検（年１回）の義務化

⑤フライヤー等厨房機器類への食材詰まりや埃の蓄積などを抜本的に無くすために、機器メーカーと協力して、厨房機器の改良に取り組む。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

今回の２事例は、前日、排気口にアップルパイを落としたが回収しなかった、一週間前に換気扇が故障したが修理遅れと、単純な対応ミスと考えられます。今までは、お客に被害者が出なかったので、十分な対策がとられなかったためと考えられます。（笈川）
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